
宮中取水ダムせせらぎ魚道の運用水深変更の経緯と効果の検証 ＪＲ 
１.せせらぎ魚道の概要と課題 

 宮中取水ダムは信濃川河口から134kmの新潟県十日町市に位置している。同魚道は平成23年度に魚道を改築し、改築に伴いせせらぎ魚道を新設した。 

枡本拓、小野桂寿、青木克憲、竹内洋介（東日本旅客鉄道株式会社）  
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運用水深h=8cm（H26年12月まで） 
平常流量Q=0.022m3/s 

 せせらぎ魚道を運用していく上で、付着藻類の異常繁茂や、魚道入口の土砂堆積という課題が出てきた。これまでにフラッシュ放流を行うことで、一時
的な効果は確認しているが、課題の根本的な解決には至っていない。 
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付着藻類の異常繁茂 出水による魚道位置口の土砂堆積 

フラッシュ放流 

運用水深 
（8㎝⇒20㎝） 
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堆積土が掃流され 
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堆積土掃流

・・・せせらぎ魚道流心部の堆積土の掃流範囲

２.せせらぎ魚道の運用水深変更 

 根本的な改善方策として、せせらぎ魚道の運用水深の変更を検討。宮中取水ダム周辺支川である七川の環境を参考にし、平成26年12月より、運用水深を
8㎝から15㎝へと変更した。 

せせらぎ魚道ゲート（断水時） 変更前 

変更後 

場所 水深（㎝） 平均流速（m/s） 

せせらぎ魚道（8㎝運用） 8（隔壁上部） 0.38 

せせらぎ魚道（15㎝運用） 15（隔壁上部） 0.65 

七川（参考河川） 15～19 0.62 

【水深・流速測定結果】 

３.効果の検証 

【付着藻類繁茂状況の比較】 
 運用水深変更により、付着藻類の異常繁茂が抑制された。   

【土砂堆積状況の比較】 
 運用水深の変更により、入口部の土砂堆積が減少した。 

【底生動物による比較】 
 変更前の15～21種から、変更後は29種に増加した。 

【魚類遡上調査による比較】 
6月初旬から7月初旬の約1ヶ月の間、各魚道上流端に採捕カゴを設置し、日中時間帯の全

数採捕を実施した。 
せせらぎ魚道では、変更前7～9種から、変更後12～15種に増加した。 

8㎝運用時（平成25年8月） 15㎝運用時（平成27年8月） 

15㎝運用時（平成27年8月） 8㎝運用時（平成25年8月） 
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No 目名 科名 種名 
変更前 変更後 

平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 

1 ヤツメウナギ ヤツメウナギ スナヤツメ類 1 

2 コイ コイ フナ属 2 

3 〃 〃 オイカワ 10 1 5 55 

4 〃 〃 アブラハヤ 1 2 1 15 1 

5 〃 〃 ウグイ 3 2 19 

6 〃 〃 モツゴ 1 4 1 

7 〃 〃 タモロコ 1 8 1 

8 〃 ドジョウ ドジョウ 1 2 

9 〃 〃 カラドジョウ 1 

10 〃 〃 シマドジョウ 1 6 2 2 1 

11 〃 アカザ アカザ 3 1 6 

12 ナマズ アユ アユ 1 1 15 

13 サケ サケ ブラウントラウト 1 

14 〃 〃 ニッコウイワナ 1 

15 〃 〃 ヤマメ 1 6 3 

16 カサゴ カジカ カジカ 6 65 4 15 1 

17 スズキ サンフィッシュ ブルーギル 1 

18 〃 〃 コクチバス 3 1 

19 〃 ハゼ トウヨシノボリ 59 57 26 46 4 

計 6目 9科 19種 
9種 

74個体 
9種 

148個体 
7種 

36個体 
15種 

115個体 
12種 

104個体 

４.まとめ 

• せせらぎ魚道の運用水深を常時変更することで、これまでフラッシュ放流により解消してきた堆積土砂や異常繁茂した付着藻類の課題について、恒常的な遡上環境の改善に
有効的であることが確認できた。 

• 変更前は底生魚中心の遡上であったが、変更後は遊泳魚の遡上も多く確認することができ、せせらぎ魚道の設置の目的である「より多種な魚種遡上環境」に改善することが
できた。 

• 現在の運用水深を当面継続し、傾向を把握することにする。 
 

 今後も、宮中取水ダム魚道を実運用していくうえで、目的としている機能を果たしているかを引き続きモニタリングを実施し、順応的管理を行うとともに、河川環境と水利使
用の調和に取り組んでいく。 
 


